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「ポリオワクチン」を巡る状況について

ポリオワクチンについて考える会
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1. 保護者の生ワクチンに対する信頼は低下

2. 厚労省は少なくともあと１年半の間、生ワクチン接種を推奨
（「早ければ平成２４年度中」に不活化ワクチンに切替予定）

3. 保護者は「生ワクチン、不活化ワクチン、接種見送り」の
３つの選択肢から、「自己責任での選択」を行なっている

4. 神奈川県は国を待たずに県として不活化ワクチン接種の
機会を提供

5. 保護者の不信・不安は募っており、事実上、「自己責任での
選択」を委ねる現状が続いている

ポリオワクチンをめぐる現在の状況



ポリオワクチンについて 「生ワクチン」と「不活化ワクチン」

清水博之氏、武田直和氏.「 日本臨牀」 66, 1950-1955, 2008 

2

*中国は2010年10月に不活化ワクチンを承認し、切り替え中

* 



2011.8.31 厚生労働省「不活化ポリオワクチンへの円滑な移行に向けた取組について」 3
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2011.10.14 厚生労働省「ポリオワクチン接種率調査について」
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地方自治体での生ワクチン接種率（メディアの調査事例）

東京都港区 2010年度81.3％ 今年度上半期 62.0％

東京都中央区 2010年度89.7％ 今年度上半期 65.8％

東京都江東区 例年9割以上 今年度上半期 71.7％

川崎市 2010年度97.4％ 今年度上半期 81.1％

鹿児島市 例年9割以上 今年度上半期 63％

朝日新聞（2011.8.31）、産経新聞（2011.9.7）、フジテレビ「めざましテレビ」（2011.9.14）より集計
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厚生労働省第2回「不活化ポリオワクチンの円滑な導入に関する検討会」
2011.10.14

・ 構成員発言
「単剤の不活化ワクチンの導入を早めることは本当に不可能なのか。現状でも、これまでの
規定を十分拡大解釈して取り組んで頂いていると思うが、更なる検討を求める」
／保坂シゲリ構成員 （日本医師会常任理事）

「単剤の不活化ワクチンの導入タイミングは重要である。単に移行期のためだけでなく、早く

導入することで不活化ワクチンを求める方々の声にも応えられることにもなるのではないか。
治験に関しては今までの枠組みに囚われることなく、迅速に対応すべきである」
／清水博之構成員（国立感染症研究所ウイルス第二部室長）

「単剤の不活化ワクチンはこれだけ流通しているのだから、現場での接種の際に治験用に

一緒に採血をさせてもらうなどのご協力を募ったりして、治験の枠を広げて、出来るだけ早い
導入を求める」 ／保科清構成員（社団法人日本小児科医会会長）

「この検討会の総意として、単剤の不活化ワクチン及び四種混合の早期導入を求めることと
する」／岡部信彦座長（国立感染症研究所感染症情報センター長）

・ 厚生労働省
「現在、国内での臨床試験結果の集積が出来ていないため、現段階では緊急輸入は
叶わない」 ／審査管理課

「ポリオ患者の大量発生が無い中で代替としての生ワクチンがある。早期導入に関しては、
関係者一同努力しているが、なお一層の努力をしていきたい」 ／結核感染症課

注）厚生労働省HPにおいて議事録がまだ公開されていないため、上記発言は出席者の聞き取りベース
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早期導入に必要な予算について

そもそも、予防接種事業は地方自治体の所掌であり、ポリオ

ワクチン接種事業についても、同事業に割かれる総予算を

国としては積極的に把握していない

不活化ワクチンの早期の導入を図るためには、導入の時期

に応じて、生ワクチンとの差額（ワクチン費用、接種費用）を

埋める追加予算が必要と考えられる

まずは、現時点で国としてどのように予算がかけられており、

導入時期によって追加予算がどの程度必要となるか、確認

およびシミュレーションを行うべきではないか
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